
　こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
防
災
に
関
す

る
備
え
や
避
難
時
の
注
意
な
ど
、
日
頃

か
ら
災
害
に
備
え
る
た
め
の
情
報
を
ス

ポ
ッ
ト
で
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

VOL.27VOL.27
原
子
力
防
災
訓
練
の
必
要
性

　
放
射
性
物
質
か
ら
放
出
さ
れ
る
放
射
線
は
、

目
に
見
え
ず
、に
お
い
も
し
な
い
な
ど
五
感
で

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、原

子
力
災
害
は
、地
震
や
風
水
害
、火
災
な
ど
と

は
異
な
り
、体
に
及
ぼ
す
影
響
や
、ど
の
よ
う

に
行
動
す
れ
ば
よ
い
か
を
自
ら
で
判
断
す
る

こ
と
が
大
変
困
難
と
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
に

も
、日
頃
か
ら
の
備
え
が
大
切
で
、毎
年
、鹿
児

島
県
お
よ
び
関
係
市
町
の
主
催
で
「
鹿
児
島
県

原
子
力
防
災
訓
練
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
令
和
５
年
度
の
訓
練

　
令
和
６
年
２
月
10
日
（
土
）７
時
～
18
時

●
主
催
お
よ
び
関
係
市
町

　
鹿
児
島
県
、本
市
、他
６
市
２
町

●
訓
練
の
概
要

　
P
A
Z
（
原
子
力
発
電
所
か
ら
お
お
む
ね

５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
）の
要
配
慮
者
避
難
、

P
A
Z
の
住
民
避
難
や
、U
P
Z
（
原
子
力
発

電
所
か
ら
お
お
む
ね
５
～
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

圏
内
）の
住
民
に
よ
る
屋
内
退
避
、U
P
Z
の

空
間
放
射
線
量
率
に
基
づ
く
住
民
避
難
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

原
子
力
防
災
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
よ
う

　
こ
の
ア
プ
リ
で
は
、原
子
力
災
害
時
の
情
報

や
避
難
経
路
の
検
索
、避
難
所
で
の
受
付
登
録

や
最
寄
り
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の
空
間
放

射
線
量
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、原
子
力
防
災
に
関
す
る
用
語
や
避
難

の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、県
と
本
市
が
そ
れ

ぞ
れ
発
行
す
る
原
子
力
防
災
の
し
お
り
を
こ

の
機
会
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先
／
防
災
安
全
課

防
災
安
全
Ｇ（
内
線
４
９
２
２
）

▲市原子力防災のしおり ▲県原子力防災
　アプリ【Android】

▲県原子力防災
　アプリ【iOS】

▲県原子力防災のしおり

二
は た ち

十歳になったら国民年金

▲ ��

本庁保険年金課国民年金Ｇ（内線
2822）または各支所、甑島振興局▲ ��

川内年金事務所　（22）5276

問
合
先

国民年金を知るための第１歩
�　20歳になった方には、日本年金機構から国民年金に加入したことを「基礎年
金番号通知書」でお知らせしています。（厚生年金加入者や障害・遺族年金を受
給している方（していた方）を除く）
　公的年金制度は、日本国内に居住している20歳～ 60歳までの全ての方（厚
生年金などの加入者を除く）に国民年金への加入を法律で義務付け、老後やい
ざというときの生活を、働いている世代みんなで支えようという考えで作られ
た仕組みです。
　公的年金制度に加入して、保険料を納めると、病気やけがで働くことが難し
いときや家族の働き手が亡くなったときなどに年金を受け取ることができます。
　しかし、必要な手続きを行わず、保険料を未納のまま放置すると、これらの年金が受け取れなくなる場合があります。
　年金制度の案内や保険料の手続きなど、詳しくは日本年金機構ホームページをご覧ください。

納付した場合と未納の場合ってどのくらい変わるの？

（注）  年金を受け取るためには、一定の要件があります。
※１  免除の割合によって年金額への反映割合が異なります。また、一部免除の場合は、減額された保険料

を納めないと未納と同等の扱いになるので注意が必要です。

老齢基礎年金 障害・遺族基礎年金
受給資格期間への参入 年金額への反映 受給資格期間への参入

未納 × × ×

学生納付特例
納付猶予 〇 × 〇

免除※１ 〇 〇 〇
納付 〇 〇 〇

◀ 国民年金ってホント
に必要なの！講座

　 （日本年金機構ホーム
ページ）

◀ 国民年金の加入と保
険料のご案内

　 （日本年金機構ホーム
ページ）

▶基礎年金番号通知書（見本）
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　今
回
は
、
株
式
会
社
パ
ー
ツ
精

工
を｢

深
ボ
リ
！｣

。
鹿
児
島
工
場

工
場
長
の
上か

み

大お
お

迫さ
こ

健け
ん

太た

さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

事
業
の
概
要

　私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
医

療
機
器
や
光
学
機
器
、
印
刷
機
器

第
61
回

株
式
会
社
パ
ー
ツ
精
工

代 表 者：工場長　上大迫健太

所 在 地：宮里町1792

従業員数：120人

連 絡 先：（29）3901

な
ど
の
金
属
部
品
を
設
計
か
ら
組

み
立
て
ま
で
一
貫
し
て
生
産
す
る

会
社
と
し
て
、
昭
和
60
年
に
創
業

し
、
平
成
28
年
に
鹿
児
島
工
場
を

開
設
し
ま
し
た
。

　
国
内
に
３
カ
所
、
海
外
に
２
カ

所
の
工
場
を
持
ち
、
多
品
種
、
小

ロ
ッ
ト
、
量
産
品
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

※�

ロ
ッ
ト
と
は
、
同
じ
条
件
の
下

に
製
造
す
る
製
品
の
生
産
・
出

荷
の
最
小
単
位
。

地
元
へ
の
貢
献

　｢

心
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
大

切
に
し
よ
う｣

と
い
う
社
訓
の
下
、

従
業
員
や
仕
入
先
、
お
客
さ
ま
な

ど
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
毎
年
工
場
が
あ
る
宮

里
町
の
運
動
会
に
参
加
し
、
地
域

の
方
々
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
元
で
働
け
る
場
を
作
ろ

う
と
、
当
工
場
の
社
員
の
半
数
以

上
は
本
市
に
在
住
の
方
を
採
用
し

て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負

　現
在
、
さ
ら
な
る
事
業
拡
大
に

向
け
、
敷
地
内
に
第
４
工
場
を
建

設
中
で
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
新
た

な
人
材
の
確
保
と
併
せ
て
、
Ａ
Ｉ

を
搭
載
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
作

業
の
自
動
化
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
対

応
と
培
っ
て
き
た
技
術
で
、
精
密

な
パ
ー
ツ
を
製
造
し
、
お
客
さ
ま

か
ら
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

日
々
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

入社 1年目
塚
つか
田
だ
咲
さ
季
き
さん

　
私
は
商
品
の
梱
包
や
発
送
、
見

積
も
り
、
注
文
書
の
作
成
な
ど
、

生
産
管
理
の
業
務
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
上
司
に
褒
め
ら

れ
る
こ
と
も
多
く
、
自
身
の
成
長

を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。
職
場
全
体
に
、
先
輩
か
ら
後

輩
へ
仕
事
を
教
え
る
雰
囲
気
が
あ

る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
私
も
同
僚
を
助

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
仕

事
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

社
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

▲印刷機器に使われている
　パーツ

▲部品を研磨する様子

株式会社パーツ精工
鹿児島工場 － Information －

ホームページ▶

▲大
おお
田
た
代表取締役会長（前列中央）

　上大迫工場長（前列一番左）と従業員の皆さん

▲運動会に参加する様子

11 Satsumasendai city Public Relations, 2024.1.10


